
１）３月定例会報告～質問質疑をしました。
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いらすとや

トヨタ系会派「市民クラブ」の会長として質問質疑に登壇し、来年度予

算編成に対する市の考えを確認するとともに各種の提言や要望を行い

ました。市の財政状況は健全性を維持していますが、中東情勢の悪化

により、またしても先行き不透明な状況となりました。市幹部各位におか

れましては、繰り返される不測の事態を柔軟かつしたたかに乗り切る行

財政運営を期待します。

☆さはらの提言、要望

道
路

 南北縦貫道の早期整備
 名古屋三河道路の早期実現

 本市の発展を大きく左右する重要路線である為、引き続き早期開
通、早期実現に向け推進頂きたい。

建
設

 魅力あふれる公園づくり構想   計画の具体的中身やコストを事前かつ適切に開示して欲しい。

 ＨＴＰ(トップレベルのスポーツチー
 ム)やトップアスリートとの連携

 会場の収容能力不足に起因し、HTPの市外移転が相次いでいる。
連携制度を見直し、つなぎ留めやパートナー拡充をはかるべき。

 アジア・アジアパラ競技大会
 開催の準備状況

 かけがえのないレガシーとして市民の記憶に長く残る大会にして
頂きたい。

 スマートシティ化の取り組み
 スタートアップとの連携

 様々な革新的技術が芽吹いている。刈谷発のイノベーションが
世界を席巻する事を期待する。

 次世代自動車購入費等補助制度
 の更なる充実

 航続距離の伸長等により国内のＥＶ市場は拡大しつつある。更に
効果的な補助制度(中古ＥＶ購入補助等)を検討願いたい。

 技能系人材の育成
 幼少期から「技術に触れる文化」を醸成するとともに、技能職の
社会的評価を上げ、誇れる職業と認識されるよう啓発すべき。

福
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 刈谷豊田総合病院との更なる
 連携

 近隣市が自前の市民病院経営に苦しむ中、市民病院的に機能す
る同院の存在は大変貴重。引き続き各種の支援をお願いする。
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 革新的な行財政運営
 ＤＸ業務を手の内化し、政策企画力の向上を図るとともに、市民
サービスをプッシュ通知できる仕組みづくりを進めてほしい。

 佐野新教育長の思い、決意
 力強い答弁を頂いたが社会は急速に変化している。不祥事の未然
防止など危機管理にも更に注力して頂きたい。

 生徒が増加する刈谷南中学の
 教室不足への対応

 今後６教室を増設し、更に不足すれば仮設校舎設置を検討すると
の事だが、万が一にも教育格差が生じないよう配慮願いたい。

 教員等による不祥事の防止
 様々な対策を講じて頂いているが、必要に応じ、個人のモラルに頼
らない、組織的・構造的な対策も検討すべき。
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さはらの主な質問項目



分野の凡例: 新=新規、拡=拡充　継=継続　★さはら及び所属会派「市民クラブ」の要望が盛り込まれた事業
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分野 主な事業名 事業概要

ペロブスカイト太陽電池実証実験事業
 カーボンニュートラル実現に向け、ウイングアリーナ刈谷に同
電池を設置し、有効性を検証する。
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業
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産業イノベーション推進事業

有害鳥獣駆除事業
 猛禽類の鳴き声をスピーカーから発するドローンを飛行させ
てカラスを追い払い、農作物被害の軽減を図る。

施設管理事業（廃食用油回収等）
 家庭から出る天ぷら油等を回収・再利用する。また、購入し
たB5軽油を不燃物埋立場のフォークリフト燃料に活用する。

都市計画道路３･５・５６１高須線道路
新設改良事業継

 災害時も平時と変わらないネットサービスを提供するスターリ
ンクを試験導入する。

学校教材費等給付金支給事業

（仮称）ぶんれい交流館整備事業

継

 JR刈谷駅のホーム拡張、ホームドア設置、コンコース拡張、改
札増設等の工事を行う東海旅客鉄道㈱に補助を行う。

 公園の魅力向上とにぎわいの創出を図る為、刈谷城の石垣
隅櫓等を整備する。継続費（R8～R12) 総額4,413,800千円。

 犯罪等により被害を受けた者及びその家族、遺族の生活再
建を図る為、支援金の支給及び日常生活支援等を行う。

 身寄りのない高齢者等の将来に対する不安を軽減する為、
「終活あんしんセンター」を社会福祉協議会に設置する。

 管理システムを導入し、市民の利便性向上と受付事務の効率
化を図る。

公共施設屋外照明等LED化事業  117の公共施設の屋外照明のLED化（リース）を行う。

 システムを更新し、施設利用者の利便性向上と施設管理の効
率化を図る。

 4月から料金改定する水道料金の基本料金の上昇分を6か月
免除し、物価高騰対策として市民や事業者を支援する。

  しげはら園をさくら保育園北園舎跡地に移転・再整備し、発
達に心配のあるお子さんとご家族への支援の充実を図る。

予防接種事業（母子）
 新生児や乳児のRSウイルス感染症を予防する、母子免疫ワク
チンの予防接種を実施する。

 自立生活が困難とされる子育て家庭や妊産婦、ヤングケア
ラー等がいる家庭に、家事支援に加え育児支援を行う。

感震ブレーカー設置補助事業  感震ブレーカーの補助対象機器に簡易タイプを追加する。

 新たな産業の創出を図る為、人材育成やオープンイノベー
ション推進に関する取り組みを行う。

新

拡

継

 道路拡幅の一環として、住吉小学校南東部に近接する住吉
橋の架け替えを行う。

 刈谷駅北口のデッキを桜町交差点方面に145m延伸し、快適
な歩行空間を形成する。

 城町図書館跡地に歴史が感じられ、様々な世代が集う施設を
整備する。継

継

美術館整備事業

 市内の市立小中学校及び特別支援学校、市内在住で市外
の特別支援学校に通う児童生徒に教材費等の支援を行う。

アジア・アジアパラ競技大会開催事業  大会の機運醸成と盛り上げに関する各種取り組みを行う。

 保護者の経済的負担軽減の為、物価高騰による食材費上昇
分を公費負担する。小学校の保護者負担は無償化する。

給食調理事業

継
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災害対応通信環境整備事業

公共施設予約案内システム更新事業

拡

継 市民生活支援事業

粗大ごみ収集受付管理システム導入
事業

拡

子育て世帯訪問支援事業

犯罪被害者等支援事業新

新

児童発達支援センター移転整備事業

都
市
基
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新 刈谷球場改修事業
 施設の安全性及び利便性の向上を図る為、レフト側に防球
ネットの増設工事を行う。

刈谷広小路A地区優良建築物等整備
事業

 開館から40年以上経過し老朽化した施設や設備のリニューア
ルの設計に係るプロポーザルを実施する。

継 亀城公園整備事業

 刈谷市駅に隣接する約0.4haの土地に、複合施設を整備する
民間事業者に対し支援を行う。

 慢性的な交通渋滞緩和の為、バイパス機能を持った幹線道
路を整備する。

継 JR刈谷駅総合改善事業

市道01-40号線他道路新設改良事業

継
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２）令和７年度当初予算の主な事業をご紹介します。

一般会計当初予算額は約７４６億円、総額は約１，１２８億円となりまし

た。市税収入は前年比＋３.３％の４０１．６億円が計上され、うち個人市

民税は＋６.７％、法人市民税は▲１.５％を見込んでいます。さはら個人

と所属会派「市民クラブ」の要望(★印 関連事業含む)も盛り込まれてい

ます。

会計名 今年度予算(億円) 前年度 増減額 伸率

一般会計 746.6 751.2 -4.6 -0.6%

特別会計 262.7 253.0 9.7 3.8%

企業会計 119.3 107.2 12.1 11.3%

合計 1,128.6 1111.4 17.2 1.5%



４）★さはらの脱炭素に関する提案が実現しました。

★家庭から出る廃食用油のリサイクルが始まります。

５）常任委員会で報告された主な計画等をご紹介します。

★マイボトル専用無料給水機が設置されます。

R８.５月頃より、資源循環を推進する為☆家庭から出る廃食用油(植物性のサ

ラダ油、ごま油等)を資源回収所、清掃センター、各市民センターで回収し、業

者に売却するとともに、廃食用油から精製したバイオディーゼル燃料(ＢＤＦ)を混

合したＢ５軽油を購入し、不燃物埋立場の☆フォークリフトの燃料に活用します。

今後はスーパーやドラッグストアとも連携して回収すること、Ｂ５軽油はごみ収集

パッカー車の燃料にも活用すること、ＳＡＦ（持続可能な航空燃料）にもリサイク

ルすることを継続要望しています。

R８.４月から２年間、熱中症対策やペットボトル等プラスチックごみ削減の取組

みとして☆マイボトル専用無料給水機がウェーブスタジアム、総合健康センター、

夢と学びの科学体験館、交通児童遊園、フローラルガーデンよさみの５カ所に設

置されます。３/２５に給水機をレンタルするウォータースタンド㈱と刈谷市による

協定式も行われました。今夏も猛暑が予想され、

アジア・アジアパラ大会では多くの方が来刈されます。

給水効果が発揮される事を期待します。

Ｒ６.３月定例会

一般質問で提案

協定式の様子

Ｒ７.９月定例会

一般質問で提案

回収

ＢＤＦに精製

３）65歳以上の市民に１万円のギフトカードが配布されます。

国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」をもとに、６５歳以上の市民に１人あ

たり１万円のギフトカードを配布します。スーパーなど幅広い店舗で使用でき、５月から順次

配布が始まる予定です。使用期限は９月末です。

Ｂ５軽油

計画、事業 概要

 市役所本庁舎等の開庁時間短縮
 市役所本庁舎、富士松支所、各出張所(東刈谷、小垣江、北部)、保健
センターの開庁時間（AM8:30～PM5:15）を11/2よりAM9:00～
PM4:00に短縮し、職員の働き方見直しやオンライン手続きを推進する。

 刈谷市国土強靱化地域計画
 自然災害から市民を最大限守るとともに、地域社会の重要な機能への
被害を最小化する為、地域特性に応じた計画を策定する。
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 刈谷市新型インフルエンザ等対策行動
 計画

 新型コロナの経験を踏まえ、国県の計画が改定された事を受け、本市も
計画を改定し、対象疾患の拡大等をはかる。

 わが家の地震対策事業の拡充
 地震対策推進及び工事費高騰に対応する為、R8.4月より無料耐震
診断対象住宅の拡大、各種補助制度の拡充を実施する。

 刈谷駅北口周辺の新たなまちづくり

・旧駅舎の跡地利用
・駅東側の工場移転
・交通結節点としての機能強化
・渋滞及び歩行者と自転車の輻輳（ふくそう：一
箇所に集中して混み合う事）
・公共駐車場や産振センターの老朽化
・県内有数の乗降客数を誇る駅のポテンシャル
を活かしきれていない

等の課題を受け、官民連携で将来のまちづ
くりについて考える。

 刈谷市汚水適正処理構想
  安定した公共下水道サービス提供の為、整備を基本方針としていた市
街化調整区域の一部を合併処理浄化槽区域とする見直しを行う。
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８）市政トピックス

６）福祉産業委員会で各種の提言をしました。

高齢者の日常の困り事をサポーターが解決する制度で、利用

者もサポーターも順調に増加している。利用者には要支援、要

介護認定の方もおられるので、支援活動の際、利用者やご自宅

の様子に心配がある場合は長寿課に報告が上がり、新たな支援

を検討する仕組みづくりをお願いする。

２/１９ 泉田町地内に市道０２-１４

号線が開通し、資源回収所にアクセ

スしやすくなりました。関係各位のご

協力、ご尽力に敬意を表します。

この道路整備が、更なる資源循環

につながる事を期待します。

薄く軽量、曲面にも貼れるなど新たな発電手段として大きな可

能性を感じる。現在、公共施設の屋根に設置しているシリコン

型に加え、地産地消電力の供給手段を更に増やすべき。例え

ば刈谷駅周辺で活用すれば、多くの方に脱炭素の取り組みを

アピールできる。鋭意進めて頂きたい。

画像は再現です

ペロブスカイト太陽電池

７）審議された主な議案等のポイントをご紹介します。

１．資源回収所へのアクセスが大幅に改善されました。

２．中日ドラゴンズの２軍拠点施設の誘致が検討されています。

２/２６の一般質問で稲垣市長は、「子ども達に夢や希望を与え、市の魅力

や知名度向上にもつながる。条件が整えば誘致に名乗りを上げたい。」と答

弁しました。市の今後の動向に注目してまいります。

１） ちょこっとささえあい事業について

２） ペロブスカイト太陽電池実証実験について

前項つづき

・議案５ 刈谷市火入れに関する条例の一部改正：条例を見直し、森林火災の防止を図ります。

・議案６ 刈谷市土砂等の採取及び埋立て等に関する条例の一部改正：土砂の埋立て等に関する条例を厳格化します。

・議案１０ 刈谷市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正：マイナンバーカードでも印鑑登録証明書が交付されます。

・議案１１ 刈谷市児童発達支援センター条例の制定：新設する児童発達支援センターの設置等に関する必要事項を定めます。

・議案１３ 刈谷市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定：４月から始まる「子ども誰でも通園

制度」の利用料金や通園基準を定めます。

・同意１ 副市長の選任について：鈴木克幸副市長の退職に伴い、岡部直樹企画財政部長を副市長に選任しました。

計画、事業 概要
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「魅力あふれる公園づくり事業」
  の取組について

・洲原公園整備事業
・岩ケ池公園整備事業
・総合運動公園整備事業
・亀城公園整備事業
・フローラルガーデンよさみ整備事業

 新・刈谷市美術館計画
 有識者等の意見に基づき、築42年が経過し老朽化した美術館を
リニューアルする。新美術館は令和14年以降の開館を目指す。

 第３次刈谷市教育大綱
 変化が激しく予測不能な社会を生き抜くため、現教育大綱を礎に、
主体的に考え、行動する子どもを育む事を目指し策定する。

市
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今回、事業コスト等の概

要説明がありましたが、引

き続き、適宜適切な情報

開示を要望していきます。


